
平成２９年第１回川西市議会定例会（３月）一般質問事項 

一般質問日 （２月２８日・３月１日） 

 

１． 森 本 猛 史 （川西まほろば会）   

質問方法：一問一答制 質問時間：３０分 

  １．家庭教育に対する支援について 

     ⑴ 子どもの生活実態を把握することについて 

     ⑵ 地域未来塾事業について 

     ⑶ 夜の居場所づくりについて 

  ２．ひとり親家庭に対する支援について  

     ⑴ 支援策の現状と課題について 

     ⑵ 必要な支援策の実態把握について 

     ⑶ 自立支援員の拡充について 

     ⑷ 養育支援について 

  ３．奨学資金制度について 

     ⑴ 給付型奨学資金制度について 

     ⑵ 奨学資金返還支援制度について 

 

 

２． 斯 波 康 晴 （明日のかわにし）   

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

  １．多田グリーンハイツ地区・清和台地区における学校配置の適正化に関する手

順について 

     ⑴ 学校配置の適正化（統廃合）方針の決定プロセスにおける市民等の参

画について 

     ⑵ 適正化実施条件について 

     ⑶ 適正化（統廃合）年度が未決定のまま、両地区の適正化の教育委員会

決定が継続することで懸念される影響について 

  ２．けやき坂地区からの清和台中学校への通学路の安全確保について 

     ⑴ 現状における通学路（柳谷ルート）の安全性・危険性の認識について 

     ⑵ 安全確保のために取り組むべき対策について 

  ３．地域の公園の魅力を高め、利用される公園づくりを市民参画で推進すること

について 

     ⑴ 市民調査による市民の公園利用実態（度）と「利用されない」公園の

課題について 

     ⑵ 「利用される」公園の魅力づくりについて 

⑶ 市民による公園里親制度（アダプトプログラム）の拡充について 



３． 住 田 由之輔 （日本共産党議員団）   

質問方法：一括質問一括答弁制 質問時間：９０分 

  １．市立川西病院の経営形態について 

     ⑴ 医師確保に奮闘してきた努力が報われる経営形態へしていくことに

ついて 

     ⑵ 「公営企業会計」を経営形態から排除することは、「大塩」市政とし

て白旗を高々に掲げるメッセージを市民、近隣住民へ送ることになるこ

とについて 

⑶ 経営の戦略的要素不足について 

     ⑷ 財政的見地から見た経営形態の「違い」について 

  ２．キセラ川西整備事業終決へ向けてについて 

     ⑴ 「財政の実態」を明らかにしておくことについて 

     ⑵ 区画整理事業における現時点での総括について 

     ⑶ 大規模集約換地の行方について 

     ⑷ 「整備してきれいにしていく」ことが市民に対する責任としてきたこ

とについて 

  ３．川西南部地域まちづくりの方向性について 

     ⑴ 自衛隊基地との隣接道路の整備について 

     ⑵ なげきの丘プロペラ公園隣地整備について 

     ⑶ 下池周辺整備について 

 

 

４． 津 田 加代子 （連合市民クラブ）   

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

  １．本市の子どものおかれている環境、その実態把握について 

     ⑴ 調査の具体的な方法について 

     ⑵ 本市役所内部の担当部署について 

  ２．本市の子どもの学力向上への更なる取り組みについて 

     ⑴ 文科省の全国学力・学習状況調査結果の分布について 

     ⑵ 個別学習の取り組みについて 

     ⑶ 放課後の子どもの居場所を、学習支援の場として生み出すことにつ

いて 



     ⑷ 人とかかわりがもてていない（少ない）児童・生徒の学力保障につ

いて 

  ３．生活困窮者支援制度の「教育支援事業」の具体的取り組みを早急に進めて

いくことについて  

     ⑴ 現在の取り組みについて 

     ⑵ 今後考えておられる取り組みについて 

 

 

５． 坂 口 美 佳 （維 新 の 会）   

質問方法：一括質問一括答弁制 質問時間：３０分 

  １．産後ケアについて 

     ⑴ 産後うつの実態把握について 

     ⑵ 乳児家庭訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）の実施状況について 

     ⑶ 産後ケア事業の実施について 

     ⑷ 産後ケア施設の整備について 

 

 

６． 吉 富 幸 夫 （無 所 属）   

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

  １．舎羅林山の土地売却の動向について 

 

 

７． 江 見 輝 男 （公 明 党）   

質問方法：一問一答制 質問時間：３０分 

 

  １．「我が事・丸ごと」地域共生社会の実現に向けて 

     ⑴ 市としての考え方について 

     ⑵ 今後の具体的な取り組みについて 

  ２．曇らないカーブミラーの設置について 

     ⑴ 防曇効果と費用について 

     ⑵ 周辺他市他町の設置状況 

     ⑶ 市内の総設置本数と防曇タイプの設置本数 

     ⑷ 今後の計画について 



８． 加 藤 仁 哉 （川西まほろば会）   

質問方法：一問一答制 質問時間：３０分 

  １．かわにし創生総合戦略の進捗状況と取組について 

     ⑴ 活力ある地域の再生施策について 

      ① 空き家等の取組状況について 

       ア） 空き家に関する現状と課題について 

       イ） 空家等対策の推進に関する特別措置法後の取組について 

       ウ） 空き家に対する流通促進や利活用の具体的な取組について 

      ② ふるさと団地再生計画の取組について 

       ア） 現状の把握と分析について 

       イ） 団地再生の取組と今後の展開について 

       ウ） ニュータウン等の公共施設や学校の在り方について 

     ⑵ つながり支え合うまちづくり施策について 

      ① 高齢者福祉施策の取組について 

       ア） 認知症高齢者の支援について 

       イ） 認知症サポーター養成講座の取組について 

       ウ） 認知症高齢者等の見守り・ＳＯＳネットワークの取組について 

 

 

９． 北 野 紀 子 （日本共産党議員団）   

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

 

  １. 安心・安全の地域交通の確保について 

     ⑴ 交通権「市民の移動する権利」を保障することについて 

     ⑵ 高齢者おでかけ促進事業の外出、公共交通利用の観点での評価および

高齢者の外出を促す公共交通利用支援の今後の取り組みについて 

     ⑶ 移動制約者層の把握と今後の対策について 

     ⑷ 交通困難地域の把握と今後の対応について 

     ⑸ 生活交通を確保する取り組みについて 

  ２．介護予防・日常生活支援総合事業について 

     ⑴ 多様なサービス（訪問型サービスＡ・通所型サービスＡ）について 

     ⑵ 生活支援コーディネーターと協議体について 

 



  ３．ヤングケアラーの対策について 

     ⑴ 実態調査を行い把握することについて 

     ⑵ 市として支援対策に取り組むことについて 

 

 

10． 鈴 木 光 義 （公 明 党）   

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

  １．無電柱化推進法の成立に伴う本市への影響と、今後の取り組みについて 

     ⑴ 無電柱化推進法の目的について 

     ⑵ 市内無電柱化地域と今後の取り組みについて 

     ⑶ 無電柱化のメリット、デメリットについて 

     ⑷ 市内狭隘道路の無電柱化について 

     ⑸ 宅建業者への影響について 

  ２．小中学校における「命を大切にする」教育実践について  

     ⑴ 小中学校において「命を大切にする」教育場面について 

     ⑵ 具体的な指導内容について 

     ⑶ アクティブ・ラーニングの活用で「命を大切にする」教育を促進する

ことについて 

 

 

11． 大 﨑 淳 正 （公 明 党）   

質問方法：一問一答制 質問時間：３０分 

  １．認知症ＳＯＳメール配信事業の導入推進について 

⑴ 徘徊連絡は現在ＦＡＸや電話連絡で逐次されている。現状の詳細な

連絡網はどうなっているのか。その上で、認知症徘徊者の情報伝達即時

性向上と情報の正確性を保つためにメール一斉送信システムが必要と考

えるがどうか 

     ⑵ システム構築により、徘徊者捜索協力者を募り現在の警察消防行政機

関と民生、福祉委員、キャラバンメイト以上の参加者の輪を広げ認知症

の方の支援の輪を広げていく考えについて 

 



  ２．川西市の歴史的文献等の保存、活用について 

     ⑴ 川西市史の編纂時等の文献整理状況はどうか 

      ① 市史編纂時の文献、文書、写真の保存点数や件数について 

      ② 保存方法について、また劣化、散逸を防ぐための対策をしているの

か 

     ⑵ 活用についての考えはどうか 

      ① 文献等デジタルデータ化の推進について 

      ② 文献所有者への汎用利用許可を得ていく考えについて 

 


